












要約:東京都 O 区における精神遅滞を有する障害児の就学相談時に、retrospective であ

るが、障害発見された経路、医療・教育および保育状況等について面接調査を実施した。

期間は 10 年間、対象障害児 396 名(男児 275 名、女児 139 名)であった。器質的に基礎疾

患のある精神遅滞児は乳児期に発見される率が高く、自閉症・自閉傾向児や単純性精神遅

滞児は 1～3 歳児のとき発見される頻度が高かった。障害児の公的負担等の医療券申請状

況は概して低率であった。病院への定期的通院は低く、療育機関への通所経験は 73.7%、

保健所への通所(経過観察を含めて)は 9.8%、保育所・幼稚園の通園 74.5%であった。これ

らの成績から地域における障害児の保健・医療・福祉および教育の連携と包括化について

考察した。


